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Ⅰ．はじめに

　子どもの入院は，急性気管支炎や肺炎，喘息といった
呼吸器系の疾患が多く，こういった疾患は，入院時，急
性期の症状を呈していることが多い．また，子どものな
かでも，低年齢の入院が多く，付き添いが必要となり，
子どもが入院することで，様々な調整が必要となる．福
地ら１）は，子どもが入院するという出来事が起こると，
家族は，子どもの状態が不安定な中，家族自身も不安と
混乱の最中に，入院に必要な物品準備や手続きのため，
家族間で連絡を取り合ったり，一時的に帰宅して準備を
整えたりするなど，対応に追われることになると述べて
おり，子どもが入院すると，家族は家族内で何らかの調
整が必要不可欠となる．
　家族にとって，子どもの入院は，ストレスが大きく，
生活上に変化が生じ，身体的，心理的，社会的な安定感
を脅かされる予測不能である状況的危機２）ととらえる
ことができる．
　ストレス状況におかれた家族は，ストレスを家族なり
の方法で対処し乗り越えようと試みる．しかし，家族が
このストレス状況に適切に対処できなかった場合は，家
族は不適応を起こし，危機に陥る２）といわれている．
　養育期においていかに夫婦で子育てに取り組み，家族
の発達課題を達成したかが，これ以降の教育期，分離期，
成熟期の家族のありように多大な影響を及ぼす３）とい
われている．何らかの健康問題を抱えている家族におい
ては，発達課題と健康問題の対応への支援が必要２）と
なる．そのため，看護者は，健康問題を持つ子どもとと
もに生活する家族への支援において，家族がストレス状
況に，うまく適応していくことができるよう支援してい
くことが必要不可欠である．
　しかし，子どもが入院した時の家族への支援の必要性
について言及された研究はあるものの，家族がどういっ

た困り事に直面するのかといったことを明らかにした研
究はほとんど見当たらない．
　そこで，本研究では，子どもの入院に伴う家族の困り
事について明らかにすることを目的とした．家族の困り
事を明らかにすることで，子どもが入院した時の家族の
問題をアセスメントしていくための一助となり，家族が
子どもの入院にうまく適応していくための支援につなげ
ていきたいと考える．

Ⅱ．研究方法

１．文献検索の方法および対象文献の選定

　「医中誌Web（Ver. ５）」を用い，キーワードを「子ど
も」「家族or家族支援」「入院」とし，会議録を除き，最
新10年分に限定して文献検索を行った．対象とする文献
は，社会の情勢の変化や，共働き世帯の増加など，現代
の家族の状況を反映していると考えられる最新10年とし
た．さらに，抄録のない文献は除外し，入院している子
どもの家族に関する記載のある文献44件を精読した．そ
の中から，入院している子どもの家族の困り事について
記載のある文献12件を対象文献とした．

２．文献の整理と分析方法

　文献を精読し，子どもが入院しているときの家族の困
り事に関する文脈を抽出し，マトリックス表を作成した．
内容要素ごとに類似性に着目し，分類した．さらに意味
内容を精読しカテゴライズした．
　対象文献の中で，質問紙を用いたアンケート調査を
行っている研究については，自由回答型質問，自由記載
の結果から文脈を抽出した．

３．用語の定義

　家族の困り事：広辞苑によると，「困る」とは，処置
に苦しむ．どうしてよいかわからず苦しむ．迷惑する，
とされている．本研究における「家族の困り事」は，子
どもの入院によって生じる身体的・心理的な負担や不
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安，経済事情，家族関係・人間関係に関する負担や不安
に対処できない様とした．

Ⅲ．結果

１．対象文献の概要

　対象文献は，表１に示した．研究対象者は，母親が７
件（No. 1. 2. 3. 4. 7. 9. 10），母親に限定しない親または
保護者が５件（No. 5. 6. 9. 11. 12）であった．入院中の
子どもの年齢は，０～ 15歳と幅は広かったものの，平
均年齢でみると，幼児期から学童前期までが10件（No. 1. 
2. 3. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11）であった．
　研究方法は，インタビューのみで調査を行っている質
的研究が８件（No. 1. 5. 6. 7. 8. 9. 10. 11），質問紙とイン
タビューを組み合わせて調査を行っている研究が１件

（No. 2），質問紙を用いて調査を行っている研究が３件
（No. 3. 4. 12）であった．

２．家族の困り事に関する分析結果

　子どもが入院した時の困り事は，【病児に対する心配】，
【家族内での役割・生活の調整の難しさ】，【入院生活で
生じる母親の気苦労】，【母親にかかる心身の負担】の４
つのカテゴリーに分類された．カテゴリーは【　】，サ
ブカテゴリーは〈　〉，具体例は「　」で示す．（表２）

１）【病児に対する心配】
　家族の【病児に対する心配】は，〈病状に対する心配〉

〈病児の苦痛に対する心配〉〈病児の病気を受け入れられ
ない〉〈病児の教育環境や友人関係の心配〉の４つのサ
ブカテゴリーに分けられた．このカテゴリーは，病児の
おかれている状態や病児の今後について心配や不安と定
義した．
　長期入院や，慢性疾患をもち入退院を繰り返している
子どもをもつ親を対象とした文献では，「今の状態がわ
からず，これからどうなっていくのか怖かった（No. 5）」，

「子どもが副作用による外見の変化を気にしているこ
とへの気がかり（No. 11）」といった〈病状に対する心
配〉や，「（児が）今までできていたことができなくな
る（No. 11）」，「食べたいものを食べられない（No. 8）」
といった〈病児の苦痛に対する心配〉，「子どもの状態に
ショックを受け止められない（No. 5）」，「看護師みたい
なことをやるなんてできない（No. 5）」といった〈病児
の病気を受け入れられない〉こと，「副作用による友人
との関係性の困難（No. 11）」，「病気の先行きに関連し
た進学や就職の不安（No. 11）」といった〈病児の教育
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環境や友人関係の心配〉が報告されていた．
　〈病児の苦痛に対する心配〉のサブカテゴリーで
は，さらに「寝てもすぐ起きるし心配で離れられない

（No. 1）」「子どもが痛みを訴えることができなくて泣く
（No. 2）」「術後の傷の痛みで寝返りできなかったり制限
がある（No. 1）」といった困り事の報告があった．

２）【家族内での役割・生活の調整の難しさ】
　【家族内での役割・生活の調整の難しさ】は，〈家事の
調整が必要なことによる負担〉〈家族員への遠慮や気遣
い〉〈病児のきょうだいに対する心配〉〈家族の環境の変
化〉の４つのサブカテゴリーに分けられた．このカテゴ
リーは，子どもの入院によって家族員に生じる問題を調
整する難しさと定義した．
　子どもの入院に伴う家族機能の変動や付き添いに関
する文献で，「付き添いで今までしていた家事ができず
家がむちゃくちゃ（No. 8）」，「母親が家事をできない
ため慣れていない父親が役割を補完しないといけない

（No. 6）」といった〈家事の調整が必要なことによる負
担〉，「役割代行をしている家族員への気遣い（No. 8）」
や「病院への送迎など，サポートしてくれる人への遠
慮（No. 8）」，「祖父母が高齢で負担が増え祖母が疲労し
ている（No. 2）」といった〈家族員への遠慮や気遣い〉，

「きょうだいの生活に関する心配（No. 6）」，「病児のきょ

うだいがもつ疎外感への気がかり（No. 8）」などの〈病
児のきょうだいに対する心配〉，「病児を中心とした家族
の生活（No. 6）」，「次子妊娠に対する計画の変更（No. 6）」
などの，〈家族の環境の変化〉といった困り事の報告が
あった．

３）【入院生活で生じる母親の気苦労】
　家族の【入院生活で生じる母親の気苦労】は，〈共同
生活の負担〉〈付き添いにより制限される生活に対する
負担〉〈看護師に対する遠慮〉〈看護師や病院の対応に対
する不満〉〈経済的な負担が増加することへの不安〉の
５つのサブカテゴリーに分けられた．このカテゴリーは，
病児の付き添いに伴って生じる入院生活の生活・経済的
負担と定義した．
　付き添いに関する文献で，「話し声がうるさいのでは
ないかという心配（No. 10）」，「共同部屋における同室
者への気遣い（No. 10）」，「他のママから話かけられる
がほっておいてほしい（No. 1）」といった〈共同生活の
負担〉，「子どものそばを片時も離れられない（No. 1）」，

「ベッドが狭いなど劣悪な付き添い環境（No. 6）」，「入
浴と食事の環境が悪い（No. 12）」，「横になって身体を
休める場所がない（No. 9）」といった〈付き添いにより
制限される生活に対する負担〉といった困り事の報告が
あった．

表２　家族の困り事

ーリゴテカブサーリゴテカ

病状に対する心配

病児の苦痛に対する心配

病児の病気を受け入れられない

病児の教育環境や友人関係の心配

家事の調整が必要なことによる負担

家族員への遠慮や気遣い

病児のきょうだいに対する心配

家族の環境の変化

共同生活の負担

付き添いにより制限される生活に対する負担

看護師に対する遠慮

看護師や病院の対応に対する不満

経済的な負担が増加することへの不安

時間的な余裕の無さ

帰宅時の負担

仕事を中断することの負担

仕事を継続しないといけない事情

周囲から支援が得られないことの負担

睡眠不足

体調管理の難しさ

家族内での役割・生活の調整の難しさ

母親にかかる心身の負担

病児に対する心配

入院生活で生じる母親の気苦労
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　また，付き添う母親の実態や母親の要望に関する文献
で，「どこまで看護師さんがやってくれるかわからない

（No. 1）」，「なかなか看護師に頼れない（No. 9）」，「看
護師が忙しそうで言いにくい（No. 4）」，「ナースコール
を押すタイミングをためらう（No. 1）」といった〈看護
師に対する遠慮〉や，「予定がころころ変更する（No. 9）」，

「看護師に声をかけたことを後悔した（No. 9）」，「言葉
遣いに気を付けてほしかった（No. 4）」といった〈看護
師や病院の対応に対する不満〉などの困り事が報告され
ていた．
　また，付き添いのための家族機能の変動や役割調整に
関する文献で，「退職や勤務時間の減少による収入の減
少（No. 8）」，「生活費にお金がかかる（No. 3）」，「子ど
もの入院に伴う経済的負担が増えた（No. 6）」といった

〈経済的な負担が増加することへの不安〉があると報告
されていた．

４）【母親にかかる心身の負担】
　【母親にかかる心身の負担】は，〈時間的な余裕のなさ〉

〈帰宅時の負担〉〈仕事を中断することの負担〉〈仕事を
継続しないといけない事情〉〈周囲から支援が得られな
いことの負担〉〈睡眠不足〉〈体調管理の難しさ〉の７つ
のサブカテゴリーに分けられた．このカテゴリーは，子
どもの入院に伴って，母親に生じる身体的・心理的負担
と定義した．
　付き添いの実態や，付き添いのための家族機能の変
動や役割調整に関して述べている文献で，「時間的拘束
による自由時間の減少（No. 8）」，「家事などの時間配分
がうまくいかない（No. 3）」，「家族みんなで共有する時
間が減った（No. 9）」といった〈時間的な余裕のなさ〉，

「一時帰宅時できていない家事を短時間で済まさなけれ
ばならない（No. 8）」，「帰宅しても家事があり休めな
い（No. 2）」といった〈帰宅時の負担〉，「仕事を休める
よう職場内異動し仕事量を調整しないといけなかった

（No. 8）」，「入院前の母親の仕事を継続できない（No. 6）」
といった〈仕事を中断することの負担〉，「入院中も仕事
が休めない日があった（No. 2）」，「付き添いをしながら
仕事をしないといけない（No. 2）」といった〈仕事を継
続しないといけない事情〉などの困り事が報告されてい
た．
　また，付き添いをする母親の疲労や母親が看護師に求
める支援に関連した文献で「父親の帰りが遅く頼りたい
が頼れない（No. 2）」，「祖父母に付き添いの交代を頼め
ない（No. 2）」，「祖父母が遠方で頼れない（No. 2）」と

いった〈周囲から支援が得られないことの負担〉，「仮眠
は取れ，病院で寝れるが眠い（No. 2）」，「子どもが泣い
て寝れない（No. 2）」などの〈睡眠不足〉，「簡易ベッド
で腰の痛みがかなりきつかった（No. 9）」，「偏った食事

（No. 9）」，「母親自身の生活の困難（No. 10）」，「体調不
良（腹痛や便性異常，腰痛）（No. 9）」といった〈体調
管理の難しさ〉などの困り事が報告されていた．

Ⅳ．考察

　文献検討の結果より，子どもが入院した際の困り事に
は，入院する【病児に対する心配】があり，また，【家
族内での役割・生活の調整の難しさ】，【入院生活で生じ
る母親の気苦労】，【母親にかかる心身の負担】の４つの
カテゴリーが明らかになった．これらの結果から以下の
２点について考察する．

１．付き添いに伴って生じる困り事

　子どもが入院すると，付き添いを余儀なくされる．付
き添いをすることで，【家族内での役割・生活の調整の
難しさ】，【入院生活で生じる母親の気苦労】，【母親にか
かる心身の負担】といった困り事が生じていた．入院す
る子どもにとって，親がそばにいることは，子どもが親
といる権利を守る上で重要である．半面，今回の文献検
討の結果から，付き添う親には生活の調整等の負担がか
かっていることが示された．村山ら４）は，付き添いを
することで，家族は様々な役割や生活上の変化，負担を
余儀なくされる．また，準備することや，調整しないと
いけないことが山のようにでてくると述べており，家族
内での役割・生活の調整の難しさは，付き添うことで生
活の場が家庭と病院に二分されたことによって生じる困
り事であるといえる．
　また，病棟の環境によっては，付き添い者の睡眠環境
が整っていない場合や，食事・入浴の不自由さ等が母親
の負担になっていた．松井ら５）は，付き添いをする親
の負担に，子どもから目を離せない環境でトイレや食事
が制限されるなど，子どもの療養生活への不満があると
報告しており，付き添うための環境整備も課題となると
考える．
　子どもの入院では，子どもの付き添いに伴い，生活の
場が二分され，家庭内での役割調整や生活調整が生じる
ことでの困り事や，病棟の付き添いの環境に伴う困り事
など，子どもの付き添いに伴い生じる困り事があったと
考える．
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２．支援のニーズがあっても助けを求めにくい心情

　本研究の結果から，〈周囲から支援が得られないこと
の負担〉〈時間的な余裕のなさ〉などの家族が支援を必
要としている状況でありながら，〈家族員への遠慮や気
遣い〉〈看護師に対する遠慮〉があるという結果のよう
に，支援が活用しにくい状況があるということがわかっ
た．Richard. S. Lazarus & Susan Folkmanは，ストレス
対処の原動力は，金銭や援助者といった直接対処に利用
できるものがあることと，そのようなものを見つけ出し
利用していくためのコンピテンスがあることといった，
２つの側面から成り立っている６）と述べている．子ど
もが入院したことで，親の付き添いが必要になり，その
結果，家族の生活に多大な影響が生じるという状況は，
明らかにストレスフルな状況であり何らかの対処を講じ
る必要がある．しかし，配偶者や祖父母といった身近に
いる人々は，必ずしも支援者として活用されていなかっ
た．このことは，子どもの入院に際して親族は必ずしも
支援者として位置付けにくいのではないかと考える．現
代における就業率をみると，児童のいる世帯における母
の「仕事あり」の割合は72.4％７），60歳～ 64歳の就業率
は68.8％，65歳～ 69歳の就業率は46.6％８）となっており，
子どもの親世代も祖父母世代も，家族内での役割以外の
役割があり，余力がなくなっていることがうかがえる．
また，現代における世代間交流の希薄さ等の特徴が支援
を求める行動を躊躇させていることも考えられる．よっ
て，子どもの入院に伴う困り事に対し，資源となりそう
な親族が存在したとしても，心情的な困難感があること
を理解する必要がある．
　子どもの入院中，身近な支援者として看護師が存在す
るが，本研究結果では，〈看護師に対する遠慮〉があり，
看護師の忙しさや依頼する範疇がわからないこと，また，
看護師の態度に敏感になっている様子がわかった．この
ことから，看護師が家族のストレス対処に必要な支援者
として認識されていない場合もあると考える．したがっ
て，看護師側から家族の困り事への積極的な介入姿勢で
関わる必要があると考える．

Ⅴ．結語

　子どもの入院に伴って生じる家族の困り事について12

文献を用いて検討した結果，【病児に対する心配】，【家
族内での役割・生活の調整の難しさ】，【入院生活で生じ
る母親の気苦労】，【母親にかかる心身の負担】があった． 
家族が子どもの入院という出来事にうまく適応していく
ためには，付き添いによって家族内での調整の大変さや
生活が，二分されることでの負担があること，支援を求
めたいのになかなか求められないという心情があること
を理解したうえでの支援が必要であると考える．
　子どもが入院することで生じる困り事は，子どもの年
齢によっても異なってくると考える．また，子どもの入
院は，緊急で入院が必要となることも多いため，そういっ
た場合の家族の困り事はどういったことがあるのか明ら
かにしていくことが，今後の課題である．
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